
回 日時 テーマ 内容・講師

第1回
2025年6月28日（土）

14:00～16:00
在宅と病院のじょうず
な使い方

講師：米本 千春 医師（堺市立総合医療センター 患者支
援センター／医療法人植木病院／岩崎医院）病院と在
宅、両方を知る医師から、それぞれを具体的に学び、
感想や質問を共有します。

第2回
2025年9月27日（土）

14:00～16:00
A子さんの在宅移行を
振り返る

講師：病院看護師（りんくう総合医療センター）、訪
問看護師 永田 伊都（在宅看護専門看護師/みらいえ訪
問看護ステーション）1人の患者さんを支えた2人の看
護師の対話から、連携と看護の本質を考えます。

第3回
2025年11月29日（土）

14:00～16:00
寸劇で学ぶ
退院前カンファレンス

看護学校教員による寸劇で、患者や家族の“心の声”を可
視化。その声にどう応えるか、対話と意見交換を行い
ます。

第4回
2026年1月24日（土）

14:00～16:00
在宅での生活を
体験しよう

福祉用具・訪問入浴・在宅酸素などの体験を通じて、
「家での暮らし」をイメージし、支援への理解を深め
ます。

第5回
2026年2月28日（土）

14:00～16:00
多職種交流会
「ワールドカフェ」

4～5人のグループで自由に語り合う座談会形式。日頃
の疑問や想いを共有し、連携へのヒントを得る場で
す。

場所

開催スケジュール（全5回）全て13時半～受付

申込
問合せ

定員
40名

+看護学生多職種交流研修会のご案内
地域住民が住み慣れた家で過ごすために、私たちができること

～患者・家族の安心のために、互いを知り、つながる～

参加　
無料

終了しました

主催：一般社団法人らふ　

りんくう総合医療センター教育研修棟3階会議室
泉佐野市りんくう往来北2番地の22（りんくう総合医療センター山側駐車場内）

「住み慣れた家で過ごす」って、本当にできる？
「家で過ごす」ことは、多くの人の願いである一方で、不安や戸惑いも伴います。病院のスタッフ、
在宅医療・介護の専門職、そして地域の住民が「お互いを知る」ことこそが、その実現の第一歩にな
ると私たちは考えました。

みんなで一緒に企画しました！
この研修会では、専門職だけでなく市民の皆さんにも開かれた学びと対話の場をつくり、職種や立場
を超えて、患者さんや家族にとって安心な地域づくりを目指し、一般社団法人らふ、りんくう総合医
療センター看護局、泉佐野泉南医師会看護専門学校と一緒に企画しました。

どなたでも参加できます！
病院職員、在宅医療、介護職、地域包括、ケアマネジャーなどの専門職、そして、地域の住
民の方、ご家族の方も大歓迎！毎回参加でも、1回のみでもOKです。
 患者さん・家族の安心を支える「つながり」を、あなたも一緒につくりませんか？

一般社団法人らふ　電話072-468-8395　
　　　　　　　　泉佐野市下瓦屋3-15-9-709

申込は電話、又は
右QRコードから

終了しました

終了しました

「家での暮らしに何が必要か？」
訪問看護師ががん患者さんへの

初回訪問時と状態が悪化した時の対応を
らふ理事が寸劇で伝えます。


